
松

本

保

千

代

熊

野

詣
に

関

す

る

一

考

察

中

右

記
の

記

事

を

所

縁
と
し
て



熊

野

詣

に

関

す

る

一

考

察

―

―

中

右

記

の

記

事

を

所

縁

と

し

て

―

―
松

本

保

千

代

一

、

緒

言物

に

倦

み

易

い

私

は

こ

の

夏

久

し

振

り

に

、

史

料

大

成

の

中

右

記

を

見

通

す

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

か

う

し

て

得

た

感

激

を

、

郷

土

史

史

料

研

究

と

結

ん

で

何

と

か

な

ら

な

い

も

の

か

と

、

い

く

つ

か

の

夢

を

描

い

て

見

ま

し

た

。

中

右

記

を

所

縁

に

私

の

求

め

ん

と

す

る

も

の

は

、

熊

野

信

仰

の

発

達

を

闡

明

に

し

よ

う

と

す

る

こ

と

で

あ

り

○

○

○

○

○

○

○

ま

す

。

そ

れ

も

今

の

所

全

く

夢

の

様

に

描

い

た

輪

郭

し

か

持

っ

て

居

り

ま

せ

ん

。

本

稿

は

そ

の

研

究

の

一

隅

に

觸

れ

よ

う

と

す

る

一

つ

の

貧

し

い

営

で

あ

り

ま

す

。

若

し

私

の

夢

に

描

く

理

想

が

、

完

成

で

き

た

と

し

た

ら

、

之

に

よ

っ

て

紀

州

文

化

史

の

大

半

は

明

確

に

な

ろ

う

し

、

我

が

紀

ノ

国

の

皇

室

と

の

関

係

も

、

そ

の

遠

く

且

つ

深

い

も

の

で

あ

る

て

う

認

識

が

喚

び

覺

ま

さ

れ

、

私

共

が

今

携

は

っ

て

い

る

歴

史

教

育

の

上

に

、

些

か

な

り

と

も

貢

献

で

き

る

と

の

自

負

が

、

此

の

研

究

へ

の

動

機

に

な

っ

て

い

ま

す

。

実

に

万

葉

の

歌

枕

に

知

ら

れ

た

紀

州

所

々

の

風

物

も

、

平

安

朝

か

ら

中

世

へ

か

け

て

作

爲

せ

た

れ

た

と

思

は

れ

る

説

話

や

、

社

寺

の

縁

起

の

中

に

見

る

民

間

伝

承

の

数

々

の

中

に

、

御

熊

野

詣

の

所

産

で

あ

る

と

、

指

摘

し

得

る

も

の

は

相

當

多

く

見

出

さ

れ

ま

す

。

と

ま

れ

熊

野

詣

の

最

高

潮

期

は

、

院

の

御

幸

の

繁

か

っ

た

院

政

時

代

で

あ

り

ま

す

。

中

右

記

は

即

ち

こ

の

頃

の

文

献

中

御

門

右

大

臣

宗

忠

の

日

記

で

、

堀

河

天

皇

の

御

代

の

始

、

即

ち

―

―

白

河

上

皇

院

政

の

年

、

宗

忠

二

十

六

才

の

時

に

筆

を

起

し

、

崇

徳

天

皇

の

末

年

に

近

い

保

延

四

年

、

宗

忠

喜

壽

を

加

へ

出

家

す

る

の

日

に

筆

を

擱

し

て

い

ま

す

。

此

に

見

ま

す

と

院

政

前

半

の

活

気

に

充

ち

た

於

て

、

幼

少

の



頃

か

ら

宮

仕

し

、

格

勤

六

拾

年

に

及

ぶ

練

達

の

公

家

宗

忠

の

筆

に

な

っ

た

も

の

で

、

當

時

の

史

料

と

し

て

貴

い

價

値

は

疑

う

べ

く

も

あ

り

ま

せ

ん

。

此

の

五

十

二

年

間

の

目

標

に

は

、

間

々

闕

逸

が

免

れ

な

い

け

れ

ど

、

現

存

の

部

分

の

み

を

も

っ

て

し

て

も

、

歴

代

記

録

の

中

稀

に

浩

澣

な

も

の

で

、

纔

か

に

九

条

兼

実

の

玉

葉

が

対

比

せ

ら

れ

る

の

外

、

類

例

の

な

い

も

の

で

あ

り

ま

す

。

中

右

記

に

は

寛

治

四

年

、

白

河

上

皇

初

度

の

熊

野

御

幸

記

録

さ

れ

た

の

を

初

め

、

院

・

女

院

の

御

幸

等

殆

ん

ど

遺

す

所

な

く

載

録

さ

れ

て

居

り

、

殊

に

天

仁

二

年

十

月

の

宗

忠

自

身

の

熊

野

詣

の

項

は

、

そ

の

道

中

な

ど

詳

か

に

叙

述

さ

れ

て

い

て

、

熊

野

参

詣

路

の

歴

史

地

理

研

究

の

上

に

、

好

資

料

を

提

供

し

て

い

ま

す

。

こ

の

種

の

文

献

と

し

て

有

名

な

、

京

極

定

家

の

後

鳥

羽

院

熊

野

御

幸

記

成

立

の

、

建

仁

元

年

に

先

行

す

る

九

十

三

年

、

被

我

対

照

し

て

院

政

時

代

参

詣

路

考

定

に

、

更

に

進

展

を

與

へ

る

も

の

と

進

じ

て

ま

す

。

本

稿

は

主

と

し

て

、

こ

の

二

文

献

の

対

照

に

、

長

秋

記

・

三

長

記

・

吉

記

・

小

右

記

等

、

當

時

の

公

家

記

録

を

参

照

し

て

成

し

た

も

の

で

す

が

、

蒼

惶

の

裡

に

執

筆

し

た

の

で

、

関

係

知

識

者

の

御

示

教

に

俟

つ

て

、

他

日

是

正

の

機

を

得

た

い

と

ね

が

っ

て

居

り

ま

す

。

只

此

の

断

片

的

な

記

述

の

中

に

、

歴

史

教

育

・

郷

土

史

研

究

に

採

る

べ

き

個

所

を

見

出

し

、

補

正

し

て

御

活

用

下

さ

る

な

ら

、

私

の

最

も

幸

甚

と

す

る

所

で

ご

ざ

い

ま

す

。

二

、

熊

野

詣

の

意

義

熊

野

詣

は

單

な

る

近

郷

の

物

見

遊

山

気

分

の

物

語

で

は

な

か

っ

た

。

八

十

里

を

過

ぎ

る

路

程

に

は

、

甚

だ

嶮

岨

に

し

て

身

力

己

に

盡

く

峻

坂

も

あ

れ

ば

、

日

髙

川

の

水

大

い

に

出

で

行

路

を

妨

ぐ

、

依

っ

て

東

の

細

路

に

入

っ

た

途

中

の

出

水

に

不

案

内

の

間

道

を

行

く

不

安

に

も

お

び

へ

た

。

今

夜

終

夜

雷

電

、

大

雨

折

木

、

宿

舎

漏

、

衣

裳

濕

損

（

長

秋

記

）

レ

に

見

る

、

都

離

れ

て

さ

ら

れ

だ

に

旅

愁

を

催

す

。

長

袖

者

流

の

肝

を

寒

か

ら

し

む

る

も

の

は

あ

り

ま

し

た

。

燭

を

乘

っ

て

山

路

の

夕

闇

を

分

け

求

め

得

た

憩

の

宿

も

今

日

前

途

遼

遠

、

人

馬

共

疲

、

今

夜

進

発

、

定

其

苦

多

歟

（

長

秋

記

）

と

、

夜

半

を

過

ぎ

て

ま

ど

ろ

む

暇

も

な

く

て

、

憂

き

旅

路

に

立

た

ね

ば

な

ら

な

い

日

が

続

い

た

。

、

、

、

、

、

、

去

夜

寒

風

吹

枕

咳

病

忽

発

心

神

甚

惱

此

宿

所

又

以

荒

又

塩

垢

離

昨

今

之

間

一

度

可

有

之

由

レ

レ



先

達

命

之

、

但

今

猶

遂

此

事

（

後

鳥

羽

院

熊

野

御

幸

記

）

レ

二

風

邪

に

冒

さ

れ

つ

ヽ

も

、

尚

冬

拾

月

の

潮

に

浴

し

た

苦

し

み

、

そ

れ

に

レ

二

一

二

一

樹

陰

甚

繁

、

雲

葉

重

掩

、

仍

行

路

不

見

、

取

続

松

過

原

中

十

町

許

減

火

原

中

八

十

町

、

林

中

大

蝦

蟇

、

此

間

風

吹

雨

下

頗

以

電

電

云

々

（

中

右

記

）

レ

な

ど

の

恐

ろ

し

さ

・

悩

し

さ

が

一

再

で

は

な

か

っ

た

と

推

察

で

き

ま

す

。

そ

の

中

に

は

千

里

の

浜

に

、

生

れ

てぐ

初

め

て

波

の

音

を

き

ヽ

つ

ヽ

、

旅

の

臥

床

に

入

る

快

さ

も

味

は

さ

れ

、

新

宮

か

ら

三

輪

崎

に

出

て

、

ひ

ろ

と

し

た

太

洋

の

壮

快

さ

に

我

を

忘

れ

る

歓

び

が

あ

っ

た

に

し

て

も

、

此

の

物

詣

は

決

し

て

単

調

な

る

都

の

生

活

に

あ

い

て

、

気

紛

れ

に

求

め

た

刺

激

と

は

考

へ

ら

れ

ま

せ

ん

。

こ

れ

は

な

ま

優

し

い

修

業

で

な

い

事

は

、

道

路

の

改

修

さ

れ

て

、

自

動

車

さ

へ

通

ず

る

や

う

に

な

っ

た

今

日

で

さ

へ

、

こ

れ

を

歩

行

す

る

こ

と

を

想

像

す

れ

ば

、

ほ

ヾ

了

解

出

来

る

こ

と

で

せ

う

。

兎

に

角

日

吉

や

春

日

詣

と

は

、

余

程

趣

を

異

に

し

て

い

ま

し

た

。

交

通

不

便

の

そ

の

か

み

、

山

川

幾

千

里

の

路

次

の

難

行

苦

行

を

遂

げ

て

、

本

宮

の

宝

前

に

額

い

た

時

、

感

涙

？

に

咽

せ

た

宗

忠

の

感

懷

は

生

年

廿

予

往

年

欲

参

詣

熊

野

仍

始

精

進

、

三

・

四

日

間

清

原

信

季

引

入

、

犬

死

穢

俄

以

留

了

、

仍

レ

二

一

二

一

之

冬

也

大

宮

右

大

臣

又

重

爲

参

詣

行

向

日

野

欲

始

精

進

之

処

、

依

三

井

寺

襌

師

君

非

常

事

服

出

来

又

留

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

殿

御

子

也

了

。

二

ヶ

度

留

之

後

此

廿

八

年

不

遂

本

意

也

。

今

日

遂

参

詣

之

大

望

、

参

證

誠

殿

御

前

、

落

涙

レ

二

一

二

一

二

一

レ

レ

二

一

二

一

難

抑

、

随

意

感

悦

、

如

此

之

事

定

有

宿

縁

歟

、

三

種

大

願

暗

知

成

熟

（

中

右

記

天

仁

二

・

十

・

廿

六

裏

書

）

に

う

か

ヾ

は

れ

、

更

に

抑

□

数

日

間

遠

出

洛

陽

、

登

幽

嶺

臨

深

谷

、

踏

巖

畔

過

海

浜

、

難

行

苦

行

、

若

亡

若

存

、

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

？

誠

是

渉

生

死

之

嶮

路

、

至

菩

提

之

彼

岸

者

歟

二

一

二

一

（

同

上

）

と

悟

っ

て

、

苦

難

□

惱

の

追

憶

も

や

が

て

歡

喜

に

変

っ

て

行

き

、

心

ゆ

く

ま

で

に

法

悦

に

浸

る

こ

と

が

で

き

ま

？

し

た

。

長

途

の

旅

を

終

へ

て

、

懷

し

の

都

の

己

の

邸

に

落

ち

つ

い

て

、

凌

万

里

之

波

涛

無

爲

悦

之

外

無

也

（

勘

中

記

弘

安

五

・

十

・

十

六

）

二

一

レ

レ



當

時

信

仰

の

熊

野

詣

を

果

し

た

人

々

の

、

す

べ

て

の

感

慨

に

あ

っ

た

に

違

い

あ

り

ま

せ

ん

。

三

、

熊

野

詣

の

精

進

熊

野

詣

の

苦

行

は

、

既

に

進

発

に

先

だ

つ

精

進

屋

の

潔

齋

に

始

ま

り

ま

す

。

此

の

詣

事

が

思

立

た

れ

る

と

、

然

る

べ

き

先

達

の

僧

が

請

ぜ

ら

れ

、

自

ら

居

宅

を

出

て

鳥

羽

辺

に

適

當

な

人

の

宿

所

を

選

び

、

精

進

屋

が

定

め

ら

れ

家

族

と

別

れ

て

精

進

の

生

活

を

営

ん

だ

。

そ

の

精

進

屋

入

の

日

と

か

、

位

置

や

方

角

な

ど

に

つ

い

て

も

、

時

代

思

想

の

制

縛

が

加

へ

ら

れ

、

い

ろ

の

縁

起

が

担

が

れ

ま

し

た

。

く

精

進

屋

の

日

数

は

寛

仁

四

年

、

白

河

上

皇

初

度

の

御

幸

の

折

は

正

月

十

六

日

に

入

御

、

廿

二

日

御

進

発

（

中

右

記

、

康

治

二

年

両

院

御

幸

の

節

も

二

月

廿

八

日

鳥

羽

法

皇

は

鳥

羽

の

民

部

卿

顯

頼

の

直

盧

に

、

崇

徳

上

）

皇

は

同

日

参

議

清

隆

卿

直

盧

に

設

け

ら

れ

た

精

進

屋

に

入

ら

せ

ら

れ

、

閏

二

月

五

日

御

乘

船

遊

ば

さ

れ

て

い

ま

す

（

本

朝

世

記

。

正

治

二

年

十

一

月

後

鳥

羽

上

皇

御

斗

藪

の

場

合

も

廿

二

日

上

皇

入

熊

野

御

精

進

屋

廿

）

二

一

八

日

同

御

進

発

（

百

練

抄

、

と

七

日

間

の

例

は

多

い

が

、

建

保

四

年

八

月

の

後

鳥

羽

上

皇

、

修

明

門

院

御

同

）

列

の

御

幸

（

百

練

抄

、

建

仁

元

年

の

御

幸

記

の

場

合

な

ど

、

五

日

間

の

例

も

少

く

な

い

の

で

あ

り

ま

す

。

院

）

の

御

幸

で

な

い

場

合

の

例

に

見

ま

し

て

も

、

承

安

四

年

八

月

の

藤

原

爲

房

の

熊

野

詣

（

吉

記

、

弘

安

五

年

九

）

月

の

王

月

女

の

斗

藪

（

三

長

記

）

の

時

を

見

る

と

、

前

者

は

七

日

・

後

者

は

五

日

と

な

っ

て

い

る

。

時

に

は

進

？

？

発

の

日

は

、

凶

日

で

あ

る

と

い

う

の

で

、

特

に

避

け

る

と

い

ふ

意

味

で

、

延

引

し

て

（

三

長

記

）

進

発

し

た

事

も

あ

っ

た

よ

う

で

、

結

局

一

定

し

た

期

間

は

な

か

つ

た

と

見

ら

れ

ま

す

。

當

面

の

中

右

記

天

仁

二

年

の

場

合

は

全

く

記

事

を

缺

い

て

い

ま

す

レ

二

一

二

レ

二

一

二

一

二

未

明

洗

髪

、

雖

家

中

日

来

別

家

宿

、

亦

門

立

犬

拒

是

為

解

雜

穢

、

以

土

器

食

仕

、

未

刻

着

浮

衣

（

中

畧

）

予

精

進

所

清

隆

朝

臣

宿

所

也

、

自

院

召

給

先

達

良

実

、

下

官

給

刑

部

家

基

宿

所

之

一

レ

二

一

二

一

処

、

女

院

廳

召

定

云

々

。

（

両

院

熊

野

御

幸

記

天

承

二

・

二

・

三

）

先

達

慈

修

房

阿

闍

梨

定

宗

也

、

着

浮

衣

入

之

次

浴

水

、

次

出

庭

、

次

取

幣

両

段

再

拝

、

次

千

二

一

レ

レ

レ

レ

達

取

幣

申

祝

、

次

解

除

、

引

注

連

、

立

犬

防

次

礼

拝

廿

一

度

レ

レ

レ

一

二

一

（

吉

記

承

安

四

・

九

・

十

六

）



精

進

屋

用

勘

解

由

小

路

経

持

宿

所

（

中

畧

）

門

々

立

犬

防

屋

引

注

連

入

夜

遙

拝

如

例

、

先

二

一

二

一

二

一

レ

達

円

達

円

密

房

阿

闍

梨

（

下

畧

）

（

勘

中

記

弘

安

五

・

九

・

廿

一

）

そ

の

中

の

行

と

い

っ

た

片

鱗

は

、

此

処

に

引

用

し

た

諸

記

事

に

う

か

が

へ

ま

す

。

犬

妨

と

精

進

屋

の

構

造

、

、

い

っ

た

も

の

も

當

時

の

思

想

陰

陽

道

の

流

行

物

の

怪

を

圧

つ

た

の

一

面

を

物

語

っ

て

い

る

も

の

で

―

―

前

述

宗

忠

の

述

懐

に

見

る

廿

歳

の

冬

の

精

進

は

、

犬

死

穢

に

妨

げ

ら

れ

、

中

絶

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

事

情

と

併

せ

考

へ

る

と

明

瞭

に

な

り

ま

す

。

か

う

し

て

鳥

羽

の

精

進

屋

に

は

矢

来

は

回

ら

さ

れ

、

所

謂

犬

拒

と

し

○

○

て

不

慮

の

障

碍

に

備

へ

た

も

の

と

見

え

ま

す

。

注

連

は

古

来

の

風

習

の

上

か

ら

浮

域

を

保

つ

た

め

に

、

引

か

れ

○

○

た

も

の

で

あ

る

こ

と

は

申

す

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

こ

の

中

に

あ

っ

て

洗

髪

し

・

水

浴

し

・

淨

衣

に

、

更

へ

土

器

に

食

餌

を

盛

っ

て

摂

っ

た

と

い

ふ

の

で

す

か

ら

、

勤

行

の

眞

劔

さ

が

し

の

ば

れ

ま

す

。

礼

拝

禊

祓

・

奉

幣

等

嚴

粛

に

先

達

の

老

僧

の

指

示

に

従

っ

て

、

営

ま

れ

た

姿

が

髣

髴

と

想

は

れ

ま

す

。

近

親

の

死

穢

を

避

け

神

靈

へ

の

遠

慮

と

云

っ

た

上

代

人

の

信

仰

は

、

尚

こ

の

詣

の

行

事

の

中

に

生

き

て

い

ま

す

。

忌

服

者

の

精

進

は

こ

の

意

味

で

許

さ

れ

ま

せ

ん

。

宗

忠

の

二

度

目

の

障

は

矢

張

こ

れ

で

、

叔

父

三

井

寺

の

禅

師

君

の

長

逝

で

あ

り

ま

し

た

。

忌

服

者

の

事

は

院

政

時

代

以

前

は

、

寧

ろ

難

し

く

考

へ

て

い

な

か

っ

た

よ

う

で

す

。

白

河

上

皇

の

御

幸

の

砌

、

重

服

者

は

御

供

に

加

へ

な

い

こ

と

に

し

て

、

参

詣

を

差

停

め

ら

れ

た

事

実

が

あ

り

ま

す

。

け

れ

ど

も

経

服

者

が

精

進

屋

に

入

っ

た

事

は

當

時

に

も

あ

っ

た

こ

と

で

、

そ

の

頃

の

公

卿

者

達

の

日

記

に

散

見

す

る

。

白

河

鳥

羽

両

上

皇

の

頻

り

に

御

参

あ

る

頃

に

な

っ

て

、

経

服

者

も

遠

慮

し

た

事

実

も

あ

り

（

小

右

記

、

参

詣

の

途

中

に

近

親

の

訃

報

を

受

け

て

、

三

山

詣

を

中

止

し

た

も

の

も

あ

っ

た

（

中

右

記

。

後

白

）

）

河

上

皇

は

今

熊

野

に

御

参

詣

の

折

、

重

服

に

あ

っ

た

左

衛

門

慰

親

盛

が

御

供

を

許

さ

れ

、

人

々

は

事

の

意

外

に

驚

い

た

。

又

安

房

守

定

経

は

、

叔

父

義

範

入

道

の

死

に

遭

い

未

だ

忌

服

中

、

院

の

御

幸

の

御

供

が

許

さ

れ

、

前

例

を

破

っ

て

熊

野

精

進

屋

に

入

っ

た

の

を

、

矢

張

り

「

尤

不

審

事

也

」

と

い

ぶ

か

つ

た

。

先

達

定

宗

云

、

忌

除

服

以

前

者

、

都

可

忌

服

者

歟

、

敢

不

可

憚

、

於

道

可

令

除

服

云

々

、

雖

二

一

レ

レ

レ

レ

二

一

似

有

恐

、

定

宗

之

命

、

尤

足

指

南

、

近

代

以

彼

爲

先

達

之

棟

梁

一

之

故

也

レ

レ

レ

二

一

レ

二

（

吉

記

承

安

四

・

九

・

十

五

）

齢

七

十

九

、

徳

行

を

積

む

多

年

の

老

先

達

で

あ

り

、

そ

の

指

南

に

信

頼

し

て

、

此

の

新

例

が

行

わ

れ

た

の

で



あ

り

ま

す

。

途

中

石

清

水

参

詣

の

節

は

定

経

一

人

経

服

の

為

参

詣

せ

ず

、

廿

二

日

阿

倍

野

に

至

り

、

定

宗

先

達

の

修

被

に

よ

つ

て

除

服

さ

れ

て

い

ま

す

。

吉

記

の

筆

者

は

よ

程

気

に

な

っ

た

ら

し

く

、

其

例

不

審

、

雖

有

恐

、

一

向

信

慈

修

之

命

、

不

知

他

事

也

、

レ

レ

二

一

レ

二

一

（

吉

記

承

安

四

・

九

・

廿

二

）

と

前

言

を

繰

り

返

し

て

い

ま

す

。

四

、

熊

野

王

子

路

次

の

勤

行

も

亦

容

易

な

も

の

の

み

で

は

な

か

っ

た

。

鳥

羽

か

ら

窪

津

ま

で

は

大

抵

船

が

用

ひ

ら

れ

、

長

い

紀

州

路

は

多

く

馬

も

輿

も

車

も

利

用

さ

れ

て

は

い

る

が

、

今

歩

い

て

見

て

も

推

察

出

来

る

よ

う

に

、

峻

坂

が

重

畳

し

、

曲

折

し

た

浦

曲

は

単

調

に

つ

な

が

っ

て

い

て

遙

か

で

す

。

御

幸

記

に

し

て

も

・

中

右

記

に

し

て

も

、

一

日

の

行

程

は

決

し

て

長

い

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

一

月

に

近

く

旅

を

つ

ゞ

け

る

と

す

れ

ば

、

そ

の

苦

し

さ

の

程

は

想

像

出

来

ま

せ

う

。

熊

野

参

詣

路

に

数

多

い

王

子

社

、

所

謂

九

十

九

王

子

が

あ

り

ま

す

。

九

十

九

は

果

し

て

実

数

を

表

し

た

も

の

か

、

単

に

多

数

を

意

味

し

て

い

る

の

か

の

問

題

は

、

小

野

翁

熊

野

史

に

『

和

歌

の

浦

鶴

・

紀

伊

続

風

土

記

・

』

及

び

宮

地

博

士

の

併

『

熊

野

王

子

考

』

を

引

い

て

、

唯

数

多

き

な

り

と

見

た

の

が

、

妥

當

だ

と

考

へ

ま

す

。

併

し

「

熊

野

王

考

」

の

『

王

朝

の

季

ま

で

藤

代

・

塩

屋

・

切

部

・

岩

代

・

滝

尻

・

近

露

・

発

心

門

の

七

社

な

り

』

と

見

ら

れ

て

い

る

の

は

、

少

く

と

も

こ

の

中

右

記

を

見

の

が

し

て

い

る

と

思

は

れ

ま

す

。

誠

に

中

右

記

の

天

仁

二

年

の

条

を

見

て

、

王

子

名

を

拾

っ

て

見

ま

す

と

、

送

河

・

弘

・

大

家

・

連

同

持

・

塩

屋

・

鵤

・

切

部

・

石

代

・

南

部

・

早

・

田

之

倍

・

新

・

伊

奈

波

禰

（

逆

？

）

（

高

？

）

○

○

○

○

○

○

・

滝

尻

・

近

津

湯

・

仲

野

川

・

石

上

多

介

・

内

湯

・

発

心

門

・

水

飲

・

阿

須

賀

。

濱

之

宮

。

○

○

○

○

○

の

二

十

三

社

が

数

へ

ら

れ

る

。

更

に

宮

原

以

北

の

闕

文

の

中

に

も

、

数

社

は

想

像

さ

れ

ま

す

。

前

出

吉

記

に

は

渡

辺

・

積

川

・

藤

代

の

名

が

明

か

に

出

て

い

ま

す

。

勿

論

御

幸

記

に

あ

ら

は

れ

た

程

の

数

が

、

備

っ

て

い

な

か

っ

た

で

せ

う

が

『

七

社

な

り

』

は

否

定

し

得

る

と

思

は

れ

ま

す

。

王

子

社

は

熊

野

詣

の

途

中

、

權

現

の

遙

拝

、

所

と

し

て

生

れ

た

も

の

で

、

禊

や

祓

又

は

塩

垢

離

な

ど

を

行

し

た

ヶ

所

と

か

、

休

憩

所

と

い

ふ

意

味

を

持

っ

た

所

に

祀

ら

れ

、

路

次

の

行

者

は

こ

れ

に

奉

幣

し

・

納

経

し

・

時

に

は

里

神

樂

を

奏

し

・

相

撲

な

ど

を

奉

納

し

、



院

の

御

幸

な

ど

の

節

は

、

歌

會

な

ど

を

催

し

て

旅

の

徒

然

を

慰

め

た

よ

う

な

場

合

も

あ

っ

た

よ

う

で

す

。

王

子

社

の

調

査

研

究

な

ど

に

つ

い

て

は

、

縣

の

史

蹟

調

査

報

告

や

熊

野

史

に

詳

述

さ

れ

て

い

ま

す

か

ら

、

こ

こ

で

は

贅

言

を

こ

れ

以

上

省

し

て

戴

き

ま

す

。

後

編

（

二

）

中

右

記

天

仁

二

年

十

月

は

端

が

闕

け

て

、

十

八

日

の

条

か

ら

読

ま

れ

ま

す

。

前

夜

は

宮

原

の

宿

に

泊

っ

た

ら

し

く

、

前

々

夜

は

前

日

の

残

缺

「

今

日

行

程

九

十

町

許

云

々

」

よ

り

推

し

て

、

藤

代

の

辺

か

と

も

考

へ

ら

れ

ま

す

。熊

野

詣

の

朝

は

一

つ

の

行

と

し

て

早

か

っ

た

ら

し

く

『

鶏

鳴

之

後

立

宿

』

は

此

日

だ

け

で

な

く

、

中

右

記

、

に

は

勿

論

、

御

幸

記

其

の

他

の

記

録

に

診

ら

し

く

な

く

『

暁

・

遅

明

・

夜

半

・

寅

尅

（

午

前

四

時

』

『

』

『

』

『

』

頃

・

早

旦

・

未

明

』

宿

を

出

立

す

る

記

事

は

多

く

、

寧

ろ

天

明

之

後

な

ど

は

異

例

の

や

う

に

書

か

れ

て

）

『

』

『

い

ま

す

。

残

月

を

踏

ん

で

、

靜

寂

の

中

を

行

く

神

々

し

い

姿

は

、

矢

張

り

熊

野

詣

の

信

仰

に

相

應

し

い

も

の

で

あ

り

ま

し

た

。

世

を

い

と

ふ

心

ば

か

り

は

有

田

川

岩

に

く

だ

け

て

す

み

ぞ

わ

つ

ら

ふ

（

拾

遺

集

慈

鎮

和

尚

）

宮

原

の

渡

と

お

ぼ

し

い

所

に

は

今

近

代

的

な

頑

丈

な

橋

が

架

せ

ら

れ

て

い

ま

す

此

橋

が

架

せ

ら

れ

る

前

昭

、

。

（

和

八

年

頃

迄

、

今

も

有

田

川

の

所

々

に

残

っ

て

い

る

様

な

、

冊

板

な

ど

で

作

っ

た

假

橋

が

あ

っ

て

、

出

水

の

）

？

時

に

は

賃

渡

船

の

厄

介

に

な

っ

て

、

川

の

南

北

は

繋

が

れ

て

い

ま

し

た

。

続

風

土

記

に

も

・

吉

田

氏

地

名

辞

典

に

も

・

名

所

圖

絵

に

も

橋

の

こ

と

は

記

さ

れ

て

い

ず

、

所

謂

宮

原

渡

の

事

が

述

べ

ら

れ

て

い

ま

す

。

天

仁

の

昔

『

』

、

、

先

渡

有

田

河

借

橋

あ

る

の

は

如

何

な

も

の

か

ま

さ

か

渡

船

を

借

橋

と

は

い

は

な

か

っ

た

で

せ

う

か

ら

二

一

○

○

○

○

○

○

○

昭

和

初

年

の

姿

の

完

全

さ

？

は

な

か

っ

た

と

し

て

も

、

假

橋

が

架

せ

ら

れ

て

い

た

事

は

想

像

出

来

ま

す

。

有

田

川

を

渡

る

頃

漸

く

空

は

明

け

て

、

糸

我

の

里

に

は

朝

餉

の

煙

が

た

な

び

い

て

ゐ

た

も

の

と

想

像

さ

れ

ま

す

『

次

登

伊

止

賀

坂

』

は

平

忠

盛

が

む

か

ご

を

院

に

献

じ

た

、

源

平

盛

衰

記

に

見

え

る

糸

我

坂

で

あ

り

、

そ

。

○

○

○

○

○

○

の

か

み

奈

良

人

士

が

、



あ

で

す

ぎ

て

絲

鹿

の

山

の

さ

く

ら

花

散

ら

ず

も

あ

ら

な

ん

か

へ

り

く

る

ま

で

と

詠

ん

だ

万

葉

の

歌

枕

で

あ

り

ま

す

。

糸

鹿

と

熊

野

と

の

関

係

は

、

天

福

年

間

吾

妻

鏡

の

記

事

に

、

玉

置

氏

に

つ

い

て

の

所

領

に

就

て

一

寸

見

え

て

い

ま

す

。。

、

、

こ

の

坂

を

下

れ

ば

田

栖

川

村

の

吉

川

で

す

吉

川

は

逆

川

の

字

を

忌

み

て

吉

川

に

作

っ

た

も

の

と

い

わ

れ

○

○

『

於

送

河

王

子

許

奉

幣

』

送

河

は

逆

川

の

誤

記

で

あ

る

こ

と

は

明

瞭

、

逆

川

の

名

は

、

二

一

○

○

○

○

○

○

○

○

郡

中

の

川

皆

東

よ

り

西

に

流

る

ヽ

に

、

此

川

獨

り

西

よ

り

東

に

向

へ

り

と

て

、

川

を

逆

川

と

名

け

、

村

を

、

、

、

逆

村

と

呼

び

た

り

し

も

後

其

称

を

忌

み

て

吉

川

と

改

め

ら

れ

た

り

と

い

ふ

川

の

流

副

僅

か

に

一

間

半

深

さ

一

・

二

尺

に

過

ぎ

ず

云

々

（

有

田

郡

誌

）

と

解

す

る

の

は

當

然

の

事

で

、

御

幸

記

に

も

割

註

し

て

『

水

逆

流

河

有

之

此

名

云

々

』

と

解

い

て

い

ま

す

。

熊

野

詣

に

於

て

は

、

此

王

子

の

辺

で

禊

祓

が

行

は

れ

、

一

名

禊

川

と

も

呼

ば

れ

ま

し

た

。

ミ

ソ

ギ

糸

鹿

山

を

下

れ

ば

こ

こ

な

ん

御

禊

川

と

い

ふ

よ

し

、

手

を

そ

ゝ

ぎ

未

久

に

つ

か

ふ

ま

つ

ら

ん

こ

と

を

の

み

申

し

て

手

を

む

す

ぶ

糸

鹿

の

山

の

御

契

川

つ

は

ら

ぬ

世

々

に

わ

た

る

べ

き

身

ぞ

（

宇

井

田

忠

卿

）

中

右

記

に

は

『

次

其

河

辺

禊

』

と

見

ゆ

○

○

○

○

○

『

登

保

津

々

坂

』

方

寸

坂

の

訛

記

で

あ

ら

う

。

郡

誌

に

『

昔

の

御

幸

路

は

逆

川

の

流

に

沿

い

て

、

此

山

の

東

を

○

○

○

○

○

ホ

ウ

ズ

通

過

せ

し

も

、

後

徳

川

時

代

の

官

道

は

此

の

峠

を

越

え

、

明

治

十

八

年

頃

新

に

熊

野

街

道

改

修

の

工

事

を

起

す

や

、

復

山

の

東

方

を

通

過

す

る

こ

と

と

な

れ

り

』

と

舒

し

、

続

風

土

記

に

は

『

此

山

今

往

還

な

れ

ど

も

、

古

は

此

山

の

東

の

麓

を

往

還

と

せ

し

な

る

べ

し

』

と

考

定

し

相

応

じ

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

は

御

幸

記

に

逆

王

子

か

ら

湯

浅

の

宿

ま

で

に

、

坂

を

越

す

の

記

事

が

な

い

の

か

ら

、

導

か

れ

た

の

で

な

い

だ

ろ

う

か

。

記

さ

れ

て

い

な

い

、

、

、

事

は

抹

殺

の

資

料

に

は

な

ら

な

い

も

の

で

あ

る

こ

と

は

申

す

ま

で

も

な

く

此

処

に

中

右

記

に

は

明

記

さ

れ

『

次

過

由

和

佐

里

』

と

地

理

の

上

に

も

首

尾

が

整

っ

て

い

て

、

方

寸

坂

は

院

政

時

代

既

に

開

か

れ

て

い

た

と

推

○

○

○

○

○

○

定

出

来

ま

す

。

『

次

於

弘

王

子

社

奉

幣

』

湯

浅

に

就

て

は

、

御

幸

記

は

宿

所

に

関

す

る

い

き

さ

つ

（

死

穢

に

関

す

る

も

の

）

○

○

○

○

○

○

○

○

祓

、

塩

垢

離

等

多

く

の

記

述

が

見

え

、

そ

の

風

景

を

叙

し

て

『

此

湯

浅

入

江

辺

、

松

原

之

勝

景

奇

特

也

』

と

称

へ

て

、

更

に

定

家

自

詠

の



曇

り

な

き

濱

の

真

砂

に

君

が

代

の

数

さ

へ

見

ゆ

る

冬

の

月

か

げ

と

海

辺

冬

月

と

題

す

る

和

歌

一

首

を

添

え

て

い

ま

す

。

中

右

記

は

唯

此

弘

王

子

奉

幣

の

記

事

し

か

残

っ

て

い

ま

せ

ん

。

弘

王

子

は

果

し

て

何

処

で

あ

っ

た

か

に

就

い

て

も

、

考

ふ

べ

き

問

題

で

あ

り

ま

す

。

御

幸

記

に

見

て

も

湯

浅

近

く

の

王

子

と

い

へ

ば

、

別

所

の

久

米

崎

王

子

だ

け

で

、

十

月

十

日

に

ク

メ

サ

キ

払

暁

凌

雨

赴

道

、

無

程

王

子

御

座

云

々

、

但

依

路

遠

向

路

頭

樹

拝

云

々

、

レ

レ

レ

二

一

二

一

云

々

と

あ

っ

て

海

浜

か

ら

稍

距

っ

て

、

次

の

井

関

へ

行

く

道

か

ら

離

れ

て

い

た

よ

う

に

見

え

ま

す

。

此

弘

王

子

は

現

今

の

広

村

、

即

ち

広

川

を

南

に

渡

っ

て

い

な

い

事

は

、

次

の

記

事

に

『

於

同

弘

河

原

晝

養

暫

休

息

之

、

二

一

○

○

○

午

剋

後

出

此

処

』

と

、

王

子

奉

幣

の

後

河

原

に

出

て

、

昼

養

が

催

さ

れ

て

い

る

の

で

も

わ

か

り

ま

す

。

二

一

私

は

唯

と

か

く

こ

の

弘

王

子

を

、

こ

の

久

米

崎

王

子

に

比

定

し

た

い

の

で

、

今

確

か

な

證

憑

を

持

た

な

い

の

○

○

○

で

す

が

、

か

う

推

測

い

た

し

て

お

き

ま

す

。

『

於

白

原

王

子

社

奉

幣

』

御

幸

記

に

は

広

瀬

に

到

る

間

に

、

井

関

王

子

・

ツ

ノ

瀬

王

子

の

名

が

見

え

て

い

（

川

？

）

ま

す

が

、

白

井

王

子

が

見

當

り

ま

せ

ん

。

白

井

王

子

は

前

記

の

二

王

子

の

中

の

何

れ

か

で

あ

ら

う

か

、

又

中

右

記

割

註

に

『

件

王

子

近

代

初

出

来

、

有

其

驗

者

』

と

あ

る

よ

り

、

忽

ち

見

え

て

・

忽

ち

消

え

て

、

御

幸

記

の

頃

癈

せ

ら

れ

た

か

ゞ

考

え

ら

れ

ま

す

。

王

子

は

時

を

経

て

数

を

増

し

て

い

き

、

そ

の

所

在

も

時

に

変

改

せ

ら

れ

た

事

は

推

察

出

来

る

し

、

そ

れ

を

証

す

る

史

料

も

あ

り

ま

す

が

、

こ

の

院

政

の

盛

時

に

廃

滅

し

た

事

は

想

定

出

来

ま

せ

ん

。

恐

ら

く

は

河

瀬

王

子

の

事

で

白

井

原

辺

に

あ

っ

た

の

で

は

な

か

ら

う

か

。

『

次

登

鹿

瀬

山

』

熊

野

詣

の

途

で

、

始

め

て

山

ら

し

い

山

は

鹿

瀬

で

あ

り

ま

す

。

宗

忠

は

、

○

○

○

登

坂

之

間

十

八

町

、

其

路

甚

嶮

岨

、

身

力

己

盡

、

林

鹿

遠

報

、

峽

猿

近

叫

、

觸

物

之

感

自

然

動

情

レ

レ

（

中

右

記

）

と

嘆

息

し

た

の

も

崔

嵬

嶮

岨

、

巖

石

異

昨

日

、

超

此

山

（

御

幸

記

）

二

一

二

一

と

面

く

ら

つ

た

の

も

こ

の

山

で

あ

り

ま

す

。

登

攀

二

十

一

町

許

山

深

く

、

元

亨

釈

書

の

『

釈

円

遊

遊

熊

野

鹿

背

山

而

卒

、

其

後

有

沙

門

壹

叡

者

宿

於

山

中

云

々

』

と

て

骸

骨

が

法

華

経

を

誦

し

た

怪

奇

的

な

説

話

を

生

ん

だ

程

、

幽

晦

の

気

の

漂

っ

た

山

で

、

旅

人

の

恐

怖

を

誘

っ

た

山

で

あ

り

ま

し

た

。

日

高

郡

誌

に

見

ま

す

と

上

代

の

御

幸

道

は

此

処

で

は

な

く

、

唯

今

汽

車

の

通

じ

て

い



る

由

良

坂

の

線

で

、

中

古

熊

野

御

幸

道

の

開

発

と

共

に

井

関

よ

り

越

す

、

即

ち

鹿

背

の

坂

が

開

か

れ

た

の

だ

と

の

事

。

現

時

県

道

熊

野

街

道

の

改

修

に

よ

っ

て

、

險

の

程

も

緩

か

に

は

な

っ

て

ゐ

る

が

、

往

時

を

回

想

す

る

に

足

る

面

影

は

、

こ

の

古

道

に

は

今

も

残

っ

て

い

ま

す

。

熊

野

の

道

で

日

が

暮

れ

て

、

さ

き

を

見

れ

ば

お

と

ろ

し

・

あ

と

見

り

や

お

と

ろ

し･
･
･
･
･

の

俚

謡

は

、

先

づ

こ

の

峠

に

見

出

さ

れ

ま

す

。

吉

野

朝

の

昔

、

増

基

法

師

が

『

い

ほ

ぬ

し

』

に

、

し

ゝ

の

せ

山

に

ね

た

る

夜

、

鹿

の

な

く

を

聞

き

て

、

う

か

れ

け

む

妻

の

ゆ

か

り

に

せ

の

山

の

名

を

た

づ

ね

て

や

鹿

も

な

く

ら

む

と

あ

る

は

如

何

に

も

大

胆

な

法

師

よ

と

あ

き

れ

る

位

。

長

澤

伴

雄

が

天

保

十

一

年

、

湯

峯

に

入

湯

せ

ん

と

し

て

、

正

月

廿

四

日

春

浅

い

雪

気

の

風

を

う

け

な

が

ら

、

井

関

か

ら

こ

の

山

に

さ

し

か

ゝ

り

、

増

基

法

師

の

か

の

歌

を

思

っ

て

か

知

ら

で

か

、

雉

子

こ

そ

春

は

恋

へ

秋

さ

ら

ば

鹿

な

か

ん

山

ぞ

鹿

ヶ

背

の

山

と

口

詠

ん

で

ゐ

ま

す

（

絡

石

の

落

葉

。

又

万

延

の

頃

、

齋

藤

拙

堂

が

南

遊

の

道

す

が

ら

、

此

山

を

越

え

て

、

）

二

一

二

一

レ

レ

二

二

十

日

早

踰

鹿

背

嶺

、

險

甚

、

地

己

屬

日

高

郡

、

橘

林

盡

而

桂

林

來

、

桂

之

多

以

谷

量

、

不

譲

一

二

一

二

一

二

一

二

一

有

田

郡

之

橘

、

採

爲

藥

材

送

於

京

阪

、

亦

山

中

経

済

也

、

歴

原

谷

至

吉

田

（

南

遊

志

）

と

險

路

に

惱

み

な

が

ら

も

、

そ

の

林

相

と

理

財

を

探

っ

た

感

覚

は

、

い

か

に

も

近

代

的

で

面

白

い

。

御

幸

記

の

『

樹

陰

滋

路

甚

狹

』

の

見

方

と

思

ひ

合

せ

て

、

感

な

き

を

得

な

い

。

と

に

角

熊

野

御

幸

の

頃

か

ら

、

南

遊

志

に

至

る

鹿

ノ

背

の

坂

は

多

少

の

変

改

が

あ

っ

た

に

し

て

も

、

大

体

に

於

て

大

差

の

な

い

さ

み

し

い

山

で

あ

っ

た

事

は

窺

へ

ま

す

。

馬

留

の

名

を

両

麓

に

求

め

ら

れ

る

程

、

急

峻

な

難

所

で

あ

っ

た

こ

と

も

推

定

出

来

ま

す

『

於

。

馬

留

下

占

宿

』

馬

留

の

名

は

続

風

土

記

に

よ

る

と

、

鹿

ヶ

瀬

の

北

と

南

の

両

麓

に

あ

り

ま

す

。

坂

道

險

岨

二

一

レ

○

○

○

に

し

て

馬

上

に

て

は

行

難

し

、

御

幸

の

時

此

処

に

て

馬

を

留

め

ら

れ

し

（

紀

伊

続

風

土

記

、

故

に

此

名

あ

り

）
凡

七

町

レ

二

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

此

場

合

は

勿

論

北

の

河

瀬

の

馬

留

で

は

な

く

『

漸

下

坂

之

間

日

己

暮

、

下

人

取

許

云

々

続

松

来

迎

、

其

後

二

・

三

町

許

下

従

坂

』

と

あ

る

の

で

す

か

ら

、

南

麓

原

谷

の

近

く

で

あ

っ

た

事

は

明

ら

一

レ

レ

か

で

あ

り

ま

す

。

宮

原

を

立

っ

て

百

二

十

余

町

、

何

と

云

っ

て

も

今

日

の

骨

場

は

鹿

ヶ

瀬

で

あ

っ

た

。

廣

川

原

で

昼

食

を

す

ま

し

て

馬

留

の

宿

に

つ

い

た

の

は

、

日

は

己

暮

れ

果

て

て

松

明

の

案

内

が

必

要

に

な

っ

て

ゐ

た

頃



で

し

た

。

十

九

日

『

暁

立

宿

所

』

空

は

曇

っ

て

如

何

に

も

陰

惨

で

あ

り

ま

し

た

。

朝

は

ま

だ

き

に

松

火

を

取

っ

て

発

二

一

足

、

樹

陰

繁

茂

と

雲

掩

ひ

重

な

る

の

故

に

暗

く

、

十

町

許

は

辛

ふ

じ

て

続

松

の

火

に

助

け

ら

れ

て

『

出

此

木

二
（

柴

）

原

又

過

野

、

萩

簿

遥

靡

、

眺

望

甚

幽

（

御

幸

記

、

と

い

っ

た

長

閑

さ

は

な

か

っ

た

。

單

調

な

原

谷

は

一

レ

』

）

八

十

町

も

続

き

、

林

叢

か

ら

大

蝦

蟇

は

現

は

れ

て

一

行

の

魂

を

消

す

。

騒

の

最

中

雷

電

と

風

雨

が

烈

し

く

な

っ

て

来

た

と

い

ふ

の

は

、

中

右

記

の

大

家

王

子

ま

で

の

叙

述

で

あ

り

ま

す

。

御

幸

記

の

内

ハ

タ

王

子

は

當

時

ま

だ

な

か

っ

た

の

か

、

天

候

に

禍

せ

ら

れ

て

奉

幣

出

来

な

か

っ

た

の

か

、

こ

の

記

録

に

は

見

え

て

い

ま

せ

ん

。

こ

の

峠

よ

り

原

谷

の

里

ゆ

く

程

山

の

そ

ば

道

の

隈

な

ど

に

、

棕

櫚

の

木

い

と

多

く

植

ゑ

な

め

た

り

。

鹿

ヶ

瀬

の

遠

き

山

路

わ

け

く

れ

ば

棕

櫚

の

葉

風

の

音

ば

か

り

し

て

（

絡

石

の

落

葉

）

と

あ

る

や

う

に

、

原

八

十

町

の

谷

に

は

今

も

棕

櫚

の

林

は

、

紀

ノ

山

ら

し

い

特

殊

の

景

観

を

な

し

て

繁

っ

て

ゐ

ま

す

。

又

山

地

向

の

肉

桂

の

林

も

南

遊

志

の

記

事

の

ま

ゝ

、

今

も

大

分

残

っ

て

い

ま

す

。

『

参

大

家

王

子

奉

幣

』

大

家

は

御

幸

記

の

高

家

で

、

中

右

記

式

に

當

字

し

た

も

の

で

す

。

今

村

社

王

子

神

二

一

○

○

○

○

○

○

○

○

社

と

し

て

、

東

内

原

村

萩

原

に

あ

り

ま

す

。

加

納

諸

平

の

紀

伊

名

所

図

會

に

は

高

家

王

子

社

源

平

盛

衰

記

に

権

亮

維

盛

は

蕪

坂

を

う

ち

過

ぎ

鹿

瀬

山

を

越

過

ぎ

て

、

高

家

の

王

子

を

伏

し

拝

み

日

数

漸

く

経

も

程

に

千

里

の

浜

も

近

づ

け

に

け

り

。

高

家

莊

五

ヶ

村

（

萩

原

・

荊

木

・

原

谷

・

高

家

・

池

田

）

の

産

土

神

、

高

家

と

萩

原

の

境

西

川

川

畔

、

萩

原

領

に

あ

る

。

と

説

明

し

て

い

ま

す

。

中

右

記

の

傍

註

に

は

、

此

庄

は

真

如

院

領

で

あ

っ

た

様

で

、

宗

忠

は

そ

こ

の

庄

司

高

太

夫

の

饗

を

受

け

て

い

ま

す

。

御

幸

記

に

は

聖

護

院

並

民

部

卿

の

所

領

で

あ

る

と

し

て

い

ま

す

。

続

風

土

記

の

新

、

。

、

宮

文

書

に

は

新

宮

の

社

領

で

あ

っ

た

由

が

見

え

て

い

ま

す

か

う

し

た

断

片

的

な

叙

述

を

綜

合

し

て

行

く

と

朧

げ

な

が

ら

當

庄

の

所

領

関

係

の

推

移

が

考

え

ら

れ

そ

う

で

す

。

『

次

参

連

同

持

王

子

奉

幣

』

レ

ン

ド

ウ

ヂ

は

御

幸

記

の

田

藤

次

王

子

の

事

で

、

湯

川

村

下

富

安

に

遺

址

が

二

一

○

○

○

○

○

あ

り

、

続

風

土

記

に

は

善

童

子

王

子

權

現

と

記

さ

れ

て

い

て

、

當

時

其

の

他

の

人

は

出

王

子

、

又

は

出

童

子

と

い

っ

た

そ

う

で

あ

り

ま

す

。

中

右

記

の

筆

者

は

紀

州

人

に

多

い

デ

・

レ

・

ゼ

を

レ

と

、

混

同

し

て

発

音

し

た

村

人

に

き

い

て

當

字

し

た

の

で

あ

り

ま

せ

う

。

絡

石

の

落

ち

葉

の

富

安

王

子

は

、

恐

ら

く

こ

れ

を

い

っ

た

も

の

で

あ

り

ま

せ

う

。



『

過

道

場

寺

前

渡

日

高

川

』

道

場

寺

は

勿

論

道

成

寺

で

、

平

安

時

代

の

頃

か

ら

安

珍

清

姫

の

情

話

で

有

二

一

二

一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

名

で

あ

り

ま

す

。

こ

の

物

語

も

熊

野

詣

に

関

聯

し

た

も

の

で

あ

り

ま

す

が

、

此

処

で

は

觸

れ

な

い

こ

と

に

い

た

し

ま

す

。

御

幸

記

に

は

日

高

川

を

渡

る

ま

で

に

次

又

愛

徳

山

王

子

、

次

ク

リ

マ

王

子

、

次

寄

小

松

原

御

宿

御

所

辺

間

宿

之

処

已

無

之

国

沙

汰

人

成

二

一

レ

（

ハ

）

敗

献

之

、

假

屋

乏

之

間

、

無

縁

者

不

入

甚

員

、

占

小

宅

、

立

簡

之

処

、

内

府

家

人

打

入

宿

了

、

不

レ

レ

レ

二

一

レ

、

、

、

、

、

レ

レ

二

一

二

一

可

出

之

由

念

怒

云

々

國

沙

汰

之

人

又

非

我

進

止

之

由

後

于

云

々

只

依

人

涯

分

偏

頗

歟

不

及

相

論

、

又

非

可

入

身

、

此

御

所

有

水

練

便

冝

、

臨

深

淵

搆

御

所

、

即

打

過

遙

尋

宿

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

所

、

渡

河

參

イ

ハ

ウ

チ

王

子

と

愛

徳

山

・

九

海

士

の

二

王

子

が

見

え

て

、

道

成

寺

の

辺

か

ら

川

に

從

っ

て

、

今

の

御

坊

町

東

天

田

河

原

の

北

方

を

野

口

村

の

方

に

渡

っ

た

も

の

か

、

九

海

士

の

王

子

か

ら

南

行

し

て

、

小

松

原

に

出

下

吉

田

辺

附

近

か

ら

、

岩

内

に

渡

っ

た

も

の

と

思

は

れ

ま

す

。

小

松

原

の

頓

宮

は

、

郡

誌

に

よ

る

と

吉

田

の

万

樂

寺

の

辺

で

、

河

流

の

変

遷

に

よ

っ

て

、

今

は

河

岸

で

は

な

く

、

水

練

便

宜

は

な

い

こ

と

に

な

り

ま

す

。

中

右

記

は

○

○

○

下

向

女

房

両

三

人

居

河

岸

、

不

知

誰

人

、

仍

遣

馬

渡

、

又

送

菓

子

等

、

宿

日

高

郡

氏

院

庄

司

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

申

剋

、

庄

司

一

石

内

庄

司

宅

有

儲
レ

と

あ

っ

て

寺

の

前

を

わ

た

っ

て

い

ま

す

。

―

―
完

昭

和

十

二

年

三

月

、

紀

州

文

化

研

究

第

一

巻

三

号

及

四

号

連

載

筆

者

、

松

本

保

千

代

氏

は

、

當

時

箕

島

家

政

女

斈

校

教

諭

に

し

て

郷

土

史

研

究

家

（

昭

和

三

十

年

六

月

十

九

日

清

水

長

一

郎

寫

之

）

『

熊

野

詣

に

関

す

る

一

考

察

』

は

父

長

一

郎

の

写

本

を

、

友

人

の

尾

尻

宏

介

氏

が

活

字

化

し

、

同

氏

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

『

熊

野

古

道

関

係

の

古

書

』

に

掲

載

の

も

の

を

転

記

し

た

も

の

で

す

。

平

成

十

八

（

二

〇

〇

六

）

年

五

月

三

日

清

水

章

博


